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した。更にMATLABソフトウェアを用いて作成し

た3次元再構築画像を表示し，心筋線維化の3次元

分布と心室プログラム刺激法による心室頻拍・心室

細動の誘発性との関連性を比較検討し，更に，心室

頻拍・心室細動の既往のある症例，心室頻拍・心室

細動が誘発された症例においては，心内膜側及び心

外膜側マッピングによる心室頻拍・心室細動の発生

源と心筋線維化の3次元分布を対比することによ

り，非観血的に心室頻拍・心室細動の発生およびそ

の起源の予測の可能性について検討した。

3. 結果

表に電気生理学的検査にて心室頻拍が誘発された

症例と誘発されなかった症例における左心室線維化

中心領域 （core zone） と線維化境界領域 （grey 

zone） の面積を％表示で示す。心室頻拍が誘発され

た症例では，core zoneの面積は非誘発症例との間

に有意差は見られなかったが，grey zoneは心室頻

拍誘発症例で有意に大きかった。図には陳旧性心筋

梗塞症例における心筋梗塞巣の範囲の3次元再構築

1. はじめに

ガドリニウムを用いた心臓MRIの遅延造影法に

より得た心室筋の線維化の程度及び分布を三次元表

示することにより心室頻拍，心室細動発症の予知の

可能性につき，心臓プログラム刺激での心室頻拍，

心室細動の誘発性と比較検討した。更に心室頻拍，

心室細動に対して，高周波カテーテル・アブレー

ションを施行する際の不整脈発生起源を予測した。

心室マッピングの部位及びアプローチ法を決定する

際のガイドとしての有用性を検討する。

2. 対象及び方法

器質的心疾患症例（陳旧性心筋梗塞，心筋症等）

20症例を対象とし，ガドリニウムを用いた心室

MRI遅延造影法により左心室の4mm間隔の短軸画

像を撮像し，ガドリニウムにより造影されていない

正常心筋部位のMRI値の平均及び標準偏差値 （SD） 

を算出し，平均値+ 3SD値よりもMRI値が高い値を

示す部位をcore zone，平均値+ 2SD と平均値+ 3SD 

の間を示す部位をgrey zoneとして色を変えて表示
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要旨

ガドリニウムを用いた心臓MRI遅延造影法（ce-MRI）を用い，器質的心疾患症例のおける致死的
不整脈発症の非観血的予知につき検討した。撮像した左心室ce-MRIの2.5 mm毎の短軸スライスを
平均40画像作成し，先ず，各スライス上での心筋線維化中心部位と境界部位を定量し，左室心筋全
体に対する比率を計測した。更に，各スライスより，3次元左室画像を作成し，心筋線維化部位の分
布を定性的に検討した。心室プログラム刺激で心室頻拍が誘発された症例では，心筋線維化境界部

領域が非誘発例に対し，有意に大きかった。更に，カテーテル・アブレーションを施行した症例中，

不成功に終わった症例では，心筋線維化領域が主に，心外膜側に存在した。

心臓MRI遅延造影像の3次元表示による致死性不整脈の予知
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画像を示す。

 

4. 考察

心臓MRIのガドリニウム遅延造影像の2次元定量

評価にて，器質的心疾患における心室性不整脈発生

基質の評価を検討した結果，心室筋線維化の中心領

域の範囲ではなく，心筋線維化の境界領域の範囲が

心室頻拍の誘発性との関連性を非観血的に評価する

ことが可能であった。さらに，心筋の線維化を3次

元表示することにより，心室頻拍に対する経皮的カ

テーテル・アブレーション治療を施行する際の心室

へのアプローチ （心内膜，心外膜） を事前に選択す

ることが可能と成り得る。

5. 結語

器質的心疾患症例において，心臓MRIのガドリ

ニウム遅延造影像の2次元定量評価，3次元定性評

価は心室頻拍の予知および治療法の選択する上で，

非侵襲的で簡便な方法として有用な検査法である。
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表　 心室頻拍誘発症例と非誘発症例の心筋線維化中心
領域と境界領域の比較

図　左室心筋の線維化の3次元表示


